
必要な履修科目及び単位数

認定基準に規定する授業科目及び履修単位は次表のとおりである。

電気主任技術者認定基準に規定する授業科目及び履修単位

電気情報工学科科目別授業内容及び履修単位明細書

単 位 数
区 分 学 科 目 学 科 目 の 概 要

1年 2年 3年 4年 計

① ◎ 基礎電磁気学Ⅰ ２ ２ ﾍﾞｸﾄﾙ解析､電磁界と基本法則､真空中の静電界､真空中における導体系

電 科 基礎電磁気学Ⅱ ２ ２ 誘電体､静電ｴﾈﾙｷﾞｰと静電力､定常電流界

気 目 電磁気学 ２ ２ 定常電流による磁界､磁性体､電磁誘導と磁界のｴﾈﾙｷﾞｰ､ﾏｸｽｳｪﾙ方程式､電磁波

電 基礎回路理論Ⅰ ２ ２ 抵抗回路､回路素子､正弦波と複素数､交流回路と記号的計算法､相互ｲﾝﾀﾞｸﾀﾝｽと変成器

子 基礎回路理論Ⅱ ２ ２ 回路方程式､回路に関する諸定理､二端子対網とその基本的表示法

理 基礎回路理論Ⅲ ２ ２ 能動回路､3相交流､集中定数回路の過渡現象

論 計測工学第一 ２ ２ 電気･電子計測の基礎(測定方式､測定限界､電気･電子計器)､電気量･磁気量測定の基礎

計測工学第二 ２ ２ 電流,電圧,ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ,電力,周波数･位相測定､ﾊﾟﾙｽ,高周波,磁気計測

小 計 １６

○ 電子回路第一 ２ ２ 半導体とﾀﾞｲｵｰﾄﾞ､ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀの基本特性､hﾊﾟﾗﾒｰﾀとﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ増幅器

科 パルス・ディジタル回路 ２ ２ ｽｲｯﾁﾝｸﾞ素子､論理ｹﾞｰﾄ､論理回路､AD-DA変換回路､波形の発生と操作

目 電子ﾃﾞﾊﾞｲｽ工学第一 ２ ２ 半導体結晶､半導体のｴﾈﾙｷﾞｰﾊﾞﾝﾄﾞ､真性半導体と外因性半導体、ｷｬﾘｱの発生と輸送

電子ﾃﾞﾊﾞｲｽ工学第二 ２ ２ 磁性体ﾃﾞﾊﾞｲｽ､超伝導ﾃﾞﾊﾞｲｽ､液晶ﾃﾞﾊﾞｲｽ､光半導体ﾃﾞﾊﾞｲｽ､その他のﾃﾞﾊﾞｲｽ

集積回路工学 ２ ２ 集積回路の構成素子､集積回路の製造技術､集積回路の基本構成､集積回路設計の基礎

信頼性工学 ２ ２ ｼｽﾃﾑの基礎､ｼｽﾃﾑの数理ﾓﾃﾞﾙ､ﾏﾙｺﾌﾓﾃﾞﾙ､直列ｼｽﾃﾑと並列冗長ｼｽﾃﾑの信頼度

17 シミュレーション工学第一 ２ ２ ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ法概論(解析的ｱﾌﾟﾛｰﾁと数値解析)､有限･境界要素法､有限要素法による電磁界解析

単 電子物性論第一 ２ ２ 量子力学の必要性と記述の概説､空間運動に関する定常状態､統計演算子､熱力学的諸量

位 電子物性論第二 ２ ２ 同種粒子の理想気体､結晶内結合力､周期的ﾎﾟﾃﾝｼｬﾙ中の電子

以 小 計 １８

上 計 ３４

② ◎ エネルギー基礎論 ２ ２ 熱力学､統計力学､ｴﾈﾙｷﾞｰ間の相互変換､電力貯蔵､発変電ｼｽﾃﾑ(水力､火力､原子力､変電)

電 科 電力システム工学第一 ２ ２ 送配電の基礎,表示､ｼｽﾃﾑの安定性､故障計算､潮流計算､電力ｼｽﾃﾑの保護

力 目 電気法規及び施設管理 ２ ２ 電気法規､施設管理

発 高電圧パルスパワー ２ ２ 高電圧工学の基礎､高電圧･ﾊﾟﾙｽﾊﾟﾜｰの発生,計測,利用

生 小 計 ８

輸 ○ 電気エネルギー工学 ２ ２ 電気ｴﾈﾙｷﾞｰの基礎､直接発電､新発電(核融合､燃料電池など)、電磁ｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑ

送 科 電力システム工学第二 ２ ２ 電力ｼｽﾃﾑの制御,運用,信頼性,機器､ｼｽﾃﾑ絶縁とｻｰｼﾞ､新電力(直流､超伝導)

目 電気情報工学特論第一 ２ ２ 電力系統特論､火力発電計画と管理､電気機器特論､電力用半導体素子特論

８ システム工学 ２ ２ ｼｽﾃﾑの表現,特性解析,設計,評価と最適化

以 小 計 ８

上 計 １６

③ ◎ エネルギー変換工学 ２ ２ 電気-機械ｴﾈﾙｷﾞｰ変換､電気機器の統一原理､ﾊﾟﾜｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽの基礎

電 科 エネルギー変換機器 ２ ２ 変圧器,誘導機,同期機,直流機の定常解析､電気機器の空間ﾍﾞｸﾄﾙ理論,ﾀﾞｲﾅﾐｯｸ概論

気 目 パワーエレクトロニクス ２ ２ 基本回路､ﾊﾟﾜｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ制御､電源装置､電力系統への応用

利 制御工学第一 ２ ２ ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ制御の基礎及び設計､伝達関数､周波数応答､安定判別､応答特性

用 小 計 ８

等 ○ 電気情報工学特論第二 ２ ２ 電動力応用特論､電気運輸工学､電気化学､船舶ｼｽﾃﾑ工学

科 光エレクトロニクス ２ ２ ﾚｰｻﾞｰ光とｺﾋｰﾚﾝｽ､自然放出と誘導放出､ﾚｰｻﾞｰの原理､光共振器と光ﾋﾞｰﾑ

目 プラズマ工学 ２ ２ 平均自由行程､ﾏｯｸｽｳｪﾙ･ﾎﾞﾙﾂﾏﾝ分布､気体の絶縁破壊､荷電粒子の電磁界中の運動

計算機ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ演習第一 １ １ 浮動小数点､演算の誤差､検索と整列､方程式の根､数値積分法､連立一次方程式(LU分解法)､性能評価

情報論理学 ２ ２ ﾌﾞｰﾙ代数､命題論理と述語論理

情報理論 ２ ２ 情報とは､情報量と情報源､離散的通信路と通進路容量､符号化の理論､連続的通信系の理論､標本化定理

デｨジタル信号処理 ２ ２ ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ信号処理の概要､信号のﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ化､離散時間信号とその表現､ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙﾌｨﾙﾀ

情報伝送工学 ２ ２ 情報と通信､線形ｼｽﾃﾑの基礎､分布定数線路､簡単な伝送回路の設計(ﾌｨﾙﾀと等化器)

10 通信システム ２ ２ 変調と復調の基礎､ﾊﾟﾙｽ通信方式､ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ変調方式､雑音と符号謝り率､光通信ｼｽﾃﾑ

単 計算機工学第一 ２ ２ 計算機の原理､計算機の構成､計算機ｼｽﾃﾑの構成､計算機の動作原理､計算機の基本設計

位 計算機工学第二 ２ ２ 命令ｾｯﾄ･ｱｰｷﾃｸﾁｬ､計算機の制御､記憶ｼｽﾃﾑ､入出力

以 小 計 ２１

上 計 ２９



単 位 数
区 分 学 科 目 学 科 目 の 概 要

1年 2年 3年 4年 計

④ ◎ 電気情報工学基礎実験第一 ２ ２ 交流ﾌﾞﾘｯｼﾞ､LCR回路の周波数特性､過渡現象､ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ整流回路､歪波,磁気測定

実 科 電気情報工学基礎実験第二 ２ ２ 変圧器､誘導機､同期機､直流機､演算増幅器､発振器､非線形磁気回路､ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ

験 目 電気情報工学実験 ２ ２ 電気応用実験:半導体ﾚｰｻﾞと受光素子､ﾌﾟﾗｽﾞﾏの特性､ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ増幅回路､ｻｰﾎﾞ系の制御

・ 電気応用実験:電圧･電界の光計測､ｼｽﾃﾑ,ﾌﾟﾗｽﾞﾏ制御､ﾊﾟﾜｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ実験

実

習

６ 計 ６

⑤ ○ シミュレーション工学第二 ２ ２ CADによる設計製図､電磁界の可視化､ｺﾝﾋﾟｭｰﾀによる有限要素法演習

設 科 電子回路第二 ２ ２ 同調･電力･演算増幅器､発振回路､変･復調回路､これらの回路の解析･設計ｿﾌﾄｳｪｱを用いた設計演習

計 目

・

製

図

２ 計 ４

43以上 総 計 ８９

【注意】◎の科目は必ず修得しておくこと。


